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誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
に
向
け
て

　

高
岡
市
保
護
司
会
の
皆
様
に
は
、
思
い
や

り
と
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、

地
域
の
第
一
線
で
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
を
は
じ
め
、
地
域

の
犯
罪
や
非
行
の
防
止
に
献
身
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
の
発
災
か
ら
一

年
半
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
震
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
市
政
の
最
優
先
事
項

と
し
て
取
り
組
む
中
、
い
つ
起
き
る
か
分
か

ら
な
い
災
害
に
備
え
、「
強
い
高
岡
」
の
構

築
に
向
け
た
取
組
を
推
し
進
め
、
市
民
の
皆

様
が
震
災
前
よ
り
も
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
復
興
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
犯
罪

の
態
様
が
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
き
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
社
会
の
進
展
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
容
に
伴
い
、
地
域
に
お

け
る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
、

地
域
社
会
が
か
つ
て
持
っ
て
い
た
犯
罪
抑
止

機
能
が
低
下
す
る
中
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た

方
を
孤
立
さ
せ
な
い
、
再
び
犯
罪
に
走
ら
せ

な
い
た
め
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

豊
富
な
経
験
と
知
識
に
基
づ
い
た
皆
様
方
の

活
動
と
福
祉
等
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
が
し
っ
か

り
と
協
働
し
、
更
生
保
護
事
業
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
切
に
な
り

ま
す
。

　

高
岡
市
で
は
、「
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
、
複
雑
な
問
題
や

多
様
な
課
題
を
抱
え
て
生
活
し
て
い
る
方
に

対
し
、
課
題
の
解
決
に
向
け
た
対
応
を
迅
速

に
行
う
た
め
、
高
齢
者
、
子
ど
も
、
障
が
い

の
あ
る
方
、
生
活
困
窮
者
な
ど
の
分
野
間
の

壁
を
越
え
、
行
政
、
支
援
機
関
、
地
域
住
民

や
団
体
な
ど
が
相
互
に
協
力
し
な
が
ら
、
包

括
的
な
相
談
支
援
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
「
地
域
共
生
社

会
」
の
実
現
に
向
け
て
は
、
再
犯
防
止
、
更

生
保
護
活
動
の
推
進
が
非
常
に
重
要
で
あ
り

ま
す
。
立
ち
直
ろ
う
と
努
め
る
人
を
支
え
、

受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
、
高
岡
市
保
護
司
会
は
じ
め
更
生
保

護
関
係
団
体
の
皆
様
と
連
携
を
強
化
し
、
ま

た
幅
広
い
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
得
な
が

ら
、
支
援
を
必
要
と
す
る
対
象
者
に
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
体
制
の
構
築
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
長
年
に
わ
た
り
、
高
岡
市
に
お

け
る
更
生
保
護
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
、
安

全
・
安
心
な
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
よ

り
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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令
和
７
年
度
高
岡
市
保
護
司
会
総
会

を
、
５
月
14
日
、
高
岡
市
役
所
で
開
催
し

ま
し
た
。
中
臣
総

務
部
長
の
司
会
進

行
の
下
、
始
め
に

国
歌
を
斉
唱
し
、

「
保
護
司
の
使
命
」

を
唱
和
、
そ
し
て

物
故
保
護
司
方
を

偲
ん
で
黙
禱
を
行

い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
総
会

開
会
に
あ
た
り
平

田
和
雄
会
長
が
挨

拶
し
、
ご
来
賓
の

杉
本
郁
子
富
山
保

護
観
察
所
長
、
恒

川
一
宇
富
山
地
方

検
察
庁
高
岡
支
部

次
席
検
事
、
角
田

悠
紀
高
岡
市
長
代

理
の
戸
田
龍
太
郎

福
祉
保
健
部
長
、

藪
中
一
夫
高
岡
市

議
会
議
長
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を

頂
き
ま
し
た
。
ま

た
、
豊
田
馨
高
岡

警
察
署
長
、
尾
崎
憲
子
社
会
福
祉
協
議
会

長
、
角
田
幾
子
更
生
保
護
女
性
会
長
、
稲

　

令
和
7
年
度
高
岡
市
保
護
司
会
総
会
に

引
き
続
き
、
第
Ⅰ
期
地
域
別
定
例
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
現
在
保
護
観
察
所
で
実
施
し
て
い
る
、

又
は
実
施
予
定
の
施
策
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
、「
更
生
保
護

法
の
改
正
等
を
踏
ま
え
た
保
護
観
察
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
高
岡
保
護
区
担
当

の
山
﨑
大
樹
統
括
保
護
観
察
官
よ
り
、
保

護
観
察
付
き
の
刑
執
行
猶
予
者
で
あ
る
四

号
観
察
を
例
に
挙
げ
、
執
行
猶
予
制
度
の

拡
充
に
つ
い
て
研
修
が
あ
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
四
号
観
察
中
に
再
犯
を
し
た

場
合
、
執
行
猶
予
は
付
か
ず
実
刑
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
６
月
か
ら
は
再
び
四
号

観
察
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
社
会
内
処
遇
の
方
が
再
犯
防

止
、
改
善
更
生
に
有
効
で
あ
る
と
の
判
断
、

垣
聡
高
岡
警
察
署
生
活
安
全
課
長
、
八
田

正
人
更
生
保
護
協
力
雇
用
主
会
長
、
山
﨑

大
樹
統
括
保
護
観
察
官
の
方
々
に
ご
出
席

頂
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
事
務
局
よ
り
会
則
16
条
に

則
り
保
護
司
92
名
の
過

半
数
以
上
の
79
名
の
出

席
で
総
会
が
成
立
す
る

こ
と
を
確
認
さ
れ
、
新

任
保
護
司
８
名
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。
議
事

は
、
北
部
支
部
の
宮
林

吉
郎
議
長
の
進
行
で
、

議
案
第
１
号
・
令
和
６

年
度
事
業
報
告
及
び
議

案
第
２
号
・
令
和
６
年

度
収
支
決
算
の
報
告
が

あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
議
案
第
３
号
・

役
員
改
選
に
つ
い
て
平

田
会
長
か
ら
説
明
が
あ

り
、
次
期
会
長
に
作
井

宗
人
氏
が
承
認
さ
れ
、

ご
本
人
の
ご
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
次
に
議
案

第
４
号
・
令
和
７
年
度

事
業
計
画
案
及
び
議
案

第
５
号
・
令
和
７
年
度

収
支
予
算
案
が
提
案
さ

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
を
も
っ
て
総
会

は
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

（
総
務
部
長　

中
臣　

信
随
）

ま
た
、
保
険
統
計
的
再
犯
リ
ス
ク
、
動
的

犯
罪
誘
発
性
要
因
及
び
動
的
保
護
・
改
善

更
生
促
進
要
因
の
分
析
を
含
む
、
保
護
観

察
の
新
た
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
の
開

発
に
よ
り
、
対
象
者
の
過
去
の
経
歴
か
ら

見
る
静
的
再
犯
リ
ス
ク
よ
り
も
、
現
在
の

社
会
生
活
か
ら
見
る
動
的
再
犯
リ
ス
ク
に

よ
る
再
犯
予
測
力
を
有
益
と
し
た
た
め
の

よ
う
で
す
。

　

四
号
観
察
は
、
対
象
者
に
特
別
遵
守
事

項
は
無
く
、
一
般
遵
守
事
項
も
か
な
り
緩

和
さ
れ
た
か
た
ち
を
と
っ
て
お
り
「
善
行

を
保
持
す
る
こ
と
」
の
一
項
の
み
で
す
。

ま
た
、
保
護
司
か
ら
の
報
告
書
が
保
護
観

察
の
仮
解
除
や
、
執
行
猶
予
取
り
消
し
の

直
接
的
判
断
材
料
と
な
る
場
合
が
想
定
さ

れ
、
保
護
司
に
と
っ
て
精
神
的
負
担
と
な

る
対
象
者
処
遇
で
し
た
。

　

我
々
保
護
司
の
記
憶
に
新
し
い
令
和
６

年
の
大
津
市
保
護
司
殺
害
事
件
は
対
象
者

が
四
号
観
察
で
し
た
。

　

今
回
の
執
行
猶
予
制
度
の
拡
充
は
、
対

象
者
と
保
護
司
の
双
方
に
と
っ
て
精
神
的

負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

　

保
護
観
察
官
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い

た
効
果
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
よ
る
動
的

再
犯
リ
ス
ク
の
定
期
的
評
価
と
リ
ス
ク
状

況
に
応
じ
た
対
象
者
と
の
面
談
、
そ
し
て
、

担
当
保
護
司
と
の
協
議
に
よ
る
保
護
観
察

処
遇
の
実
施
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
よ
り

効
果
的
に
再
犯
者
の
減
少
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
研
修
部
会　

幸
塚　

昭
英
）

杉本郁子富山保護観察所長 平田和雄高岡市保護司会長

令
和
７
年
度

　
高
岡
市
保
護
司
会
総
会　
報
告

第
Ⅰ
期
地
域
別
定
例
研
修
会
報
告山﨑大樹統括保護観察官
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令和７年度 高岡市保護司会活動スナップ

作井宗人新会長挨拶

薮中一夫市議会議長

恒川一宇富山地方検察庁高岡支部次席検事

来賓の方々

戸田龍太郎市福祉保健部長

ご退任の竹平 幸雄様（南部支部）

ご退任の山本 雅信様（北部支部）

ご退任の麻生 修善様（戸田支部）

ご退任の鹿嶋 茂様（伏木支部）

角田悠紀高岡市長懇談会挨拶南部支部会開催（令和6年11月21日）理事会開催（令和６年11月19日）

令
和
７
年
度
総
会（５

月
14
日
）

広報部会開催
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高
岡
市
更
生
保
護
女
性
会
研
修
会
報
告　

　

令
和
７
年
３
月
９
日
、
富
山
県
警
察
本
部
少
年
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
西
部
分
室
串
田
君
代
氏
に
よ
る
会

員
研
修
会
を
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
日
曜
の
午
後
に
も
関
わ
ら
ず
会
員
、

保
護
司
、
民
生
委
員
60
名
余
り
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
便
利
で
私
達
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
く

れ
る
一
方
で
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
大
き
な
危
険
性

も
秘
め
て
い
る
事
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
個
人
情

報
の
流
出
、
誹
謗
中
傷
、
ネ
ッ
ト
の
い
じ
め
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
へ
の
悪
影
響
な
ど
を
意
識
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

富
山
県
内
の
事
例
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
被
害
が
身

近
に
起
き
て
い
る
こ
と
、
男
女
と
も
被
害
に
遭
う
数
が
年
々
増
え
て
い
る
こ
と
は
地
域
の
安

全
を
願
う
私
達
に
は
衝
撃
的
な
事
実
で
し
た
。
ま
た
、
子
供
に
携
帯
を
持
た
せ
る
際
は
、
最

初
に
親
子
で
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
と
話
し
合
う
事
の
大
切
さ
を
知
り
、
こ
の
研
修
を
小
学
校
、

中
学
校
の
保
護
者
向
け
の
研
修
会
や
地
域
の
ミ
ニ
集
会

な
ど
で
活
用
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

顔
の
見
え
な
い
ネ
ッ
ト
上
で
の
関
わ
り
に
、
抵
抗
な

く
過
ご
し
て
い
る
多
く
の
子
ど
も
を
守
る
の
は
、
正
し

い
知
識
を
持
っ
た
大
人
、
地
域
の
目
で
あ
る
私
達
で
あ

る
こ
と
を
今
一
度
自
覚
し
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
大
き

な
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
正
し
く
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

使
う
契
機
と
な
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。
研
修
後
の

質
疑
応
答
で
も
熱
心
な
質
問
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
も
、
関
心
の
高
さ
が
伺
え
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
今
回

得
た
知
識
を
今
後
の
更
生
保
護
活
動
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
高
岡
市
更
生
保
護
女
性
会　

佐
野　

尚
美
）

作
井
　
宗
人

　

令
和
７
年
度

の
会
長
を
受
け

る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
20
年
頃
保
護
司
会
事
務
局
に
加
わ

り
、
ほ
ど
な
く
し
て
事
務
局
長
と
な
り
ま

し
た
。
以
来
15
年
余
ず
っ
と
事
務
局
長
を

務
め
ま
し
た
。
こ
の
度
会
長
の
職
を
受
け

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
至
ら
な
さ
を

思
い
知
ら
さ
れ
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

　

さ
て
、
近
年
保
護
司
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
平
成
20
年

頃
よ
り
始
ま
り
を
見
せ
た
更
生
保
護
仕
組

み
の
変
化
予
告
は
、
そ
の
後
再
犯
防
止
推

進
計
画
施
行
と
な
り
、
ま
た
こ
れ
を
受
け

て
の
第
二
次
推
進
計
画
か
ら
は
よ
り
具
体

的
・
実
質
的
に
変
革
し
始
め
ま
し
た
。「
持

続
可
能
な
保
護
司
制
度
の
確
立
に
向
け
た

検
討
会
」
が
計
14
回
開
催
さ
れ
、
こ
れ
は

更
生
保
護
事
業
の
新
た
な
拡
が
り
と
、
ま

た
保
護
司
法
の
改
革
、
保
護
司
待
遇
の
変

革
に
つ
な
が
り
、
保
護
司
個
人
の
あ
り
方

に
直
接
影
響
の
あ
る
制
度
改
正
と
な
り
ま

す
。

　

今
、
変
革
・
改
革
の
さ
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
更
生
保
護
の
根
幹
の
精
神
は
何
ら

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

落
ち
着
い
て
時
代
の
変
遷
を
見
据
え
た

い
と
こ
ろ
で
す
。
ど
う
ぞ
当
保
護
司
会
運

営
に
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
就
任

の
挨
拶
と
し
ま
す
。

平
田
　
和
雄

　

コ
ロ
ナ
禍
の

真
っ
最
中
で
あ

る
令
和
３
年
春

に
山
本
前
会
長
よ
り
会
長
職
を
引
き
継
い

で
４
年
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
富
山
保
護
観
察
所
並
び
に
県

保
護
司
連
盟
や
高
岡
市
当
局
等
た
く
さ
ん

の
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

私
た
ち
保
護
司
に
は
、
犯
罪
を
犯
し
た

保
護
観
察
対
象
者
に
対
し
て
指
導
助
言
し
、

生
活
の
立
ち
直
り
支
援
す
る
活
動
と
、
地

域
に
根
付
く
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

を
実
践
す
る
こ
と
の
二
つ
の
大
き
な
使
命　

が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
再
犯
率
の
高
止
ま
り
が
一
番
の
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
刑
法
や
更
生
保
護
法

の
改
正
が
相
次
い
で
い
ま
す
が
、
地
域
の

更
生
保
護
団
体
が
連
携
を
密
に
し
て
再
犯

の
も
と
と
な
る
「
社
会
的
孤
立
」
を
防
ぐ

具
体
的
な
方
策
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。「
地
域
に
貢
献
す
る

更
生
保
護
」
の
実
現
に
向
け
て
保
護
司
会

も
ま
す
ま
す
そ
の
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
く
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
作
井
宗
人
新
会
長
の
も
と

高
岡
市
保
護
司
会
が
益
々
発
展
し
て
い
く

こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
４

年
間
の
温
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

会
長
退
任
挨
拶

会
長
就
任
挨
拶
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中
学
校
と
校
区
保
護
司
と
の
懇
談
会

　

令
和
６
年
12
月
２
日
、
高
岡
市
保
護
司
会

福
岡
支
部
保
護
司
と
福
岡
中
学
校
と
の
懇
談

会
が
福
岡
中
学
校
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
懇
談
会
は
、
高
岡
市
保
護
司
会

と
市
内
全
域
の
中
学
校
と
の
懇
談
会
の
一
環

で
あ
り
、
今
回
で
21
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
的
に
見
て
も
、
小
中
学
校
と
保

護
司
の
懇
談
会
の
市
内
全
域
で
の
実
施
は
、

非
常
に
珍
し
い
状
況
で
あ
り
、
ま
た
有
意
義

な
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
福
岡
中
学
校
と
の
懇
談
会
で
は

寺
田
校
長
先
生
は
じ
め
、
塚
田
教
頭
先
生
、

林
生
徒
指
導
主
事
、
多
賀
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

指
導
員
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
高
岡

市
保
護
司
会
福
岡
支
部
よ
り
６
名
の
保
護
司

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
校
長
先
生
か
ら
最
近
の
学
校
の
様

子
の
話
が
あ
り
、
次
に
生
徒
指
導
主
事
が
生

徒
指
導
の
方
針
や
現
在
ま
で
の
問
題
行
動
の

現
状
を
話
し
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
指
導
員
か

ら
は
不
登
校
及
び
教
室
外
登
校
の
現
状
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

不
登
校
生
徒
の
現
状
は
、
勉
強
や
友
達
関
係
の
悩
み
、
ま
た
家
庭
問
題

な
ど
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
起
き
て
い
る
案
件
が
多
い
状
況
で
す
。
中
学
校

と
し
て
は
、
生
徒
に
寄
り
添
い
自
己
有
用
感
を
大
切
に
し
た
生
徒
指
導
を

重
点
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
事
で
し
た
。

　

保
護
司
か
ら
は
、
中
学
生
期
か
ら
の
犯
罪
を
防
ぐ
た
め
に
、
事
例
発
表

と
し
て
薬
物
使
用
、
窃
盗
等
の
担
当
状
況
と
環
境
調
整
の
状
況
を
発
表
し
、

地
域
と
学
校
の
関
係
を
密
に
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
懇
談
会
は
、
各
中
学
校
及
び
保
護
司
に
と
っ

て
も
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
ま
た
今
後
へ
の
参
考
と
な
る
点
も
多
い
た
め

是
非
、
継
続
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

（
協
力
組
織
部
会　

子
𠮷　

徹
）

祭
礼
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
終
え
て

　

爽
や
か
な
五
月
晴
れ
の
下
、
高
岡
御
車
山
祭
り
の
巡
回
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
取
組
は
「
第
75
回
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。
午
後
５
時
の
部
で
は
32
名
、
そ
し
て
午
後
7
時
の
部
で

は
20
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
保
護
司
の
皆
様
に
は
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

巡
回
中
に
嬉
し
い
再
会
が
あ
り
ま
し
た
。

「
校
長
先
生
！
久
し
ぶ
り
、
私
の
こ
と
覚
え
て
る
？
」

と
声
を
か
け
て
く
れ
た
女
子
高
生
が
い
ま
し
た
。
小
学
校
で

の
校
長
時
代
、
低
学
年
に
在
籍
し
て
い
た
子
で
す
。
10
年
ぶ

り
の
再
会
で
戸
惑
い
ま
し
た
が
あ
ど
け
な
い
笑
顔
を
見
て
Ｗ

子
さ
ん
だ
と
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

Ｗ
子
さ
ん
は
ネ
グ
レ
ク
ト
傾
向
の
あ
る
家
庭
で
育
っ
た
児

童
で
し
た
。
ま
た
、
お
と
な
し
く
て
目
立
つ
児
童
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
自
己
肯
定
感
が
低
い
児
童
で
あ
っ
た
と
い

う
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
子
が
、
た
く
さ
ん
の
友
達
に
囲

ま
れ
な
が
ら
明
る
い
表
情
で
声
を
か
け
て
く
れ
た
の
で
す
。

「
今
、
高
校
で
調
理
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
将
来
、
洋
食

の
コ
ッ
ク
に
な
り
た
い
で
す
。
高
校
生
活
は
め
っ
ち
ゃ
楽
し

い
で
す
。」

　

そ
の
言
葉
を
聞
い
て
う
れ

し
く
な
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
子
は
今
、
明
る
い

社
会
の
中
で
成
長
し
て
い
る

と
実
感
し
ま
し
た
。
明
る
い

未
来
が
訪
れ
る
こ
と
を
強
く

願
い
ま
し
た
。　
　

　

明
る
い
社
会
を
築
く
た
め

に
大
事
な
こ
と
は
「
人
と
繋

が
る
」
こ
と
。
こ
の
日
、
Ｗ

子
さ
ん
と
繋
が
っ
た
こ
と
で

私
自
身
が
と
て
も
明
る
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

（
地
域
活
動
部
長　

正
平　

務
）

高
岡
地
区
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
か
ら
の

お
願
い

　

平
成
13
年
12
月
８

日
に
第
１
回
「
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
・
ス
ポ
ー

ツ
交
流
会
」
を
開

始
し
て
か
ら
本
年
で

24
年
目
を
迎
え
ま

す
。
現
在
は
、「
ス

ポ
ー
ツ
＆
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
交
流

会
」
と
名
称
を
変
更

し
、
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー

ド
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
交
流
会
の
目
的

は
、
次
の
４
点
で
す
。

・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
汗
を
流
し
、
共

に
楽
し
む
こ
と
に

よ
り
、
１
人
の
時
と
は
違
っ
た
共
感
や
心
を

開
く
き
っ
か
け
を
つ
く
る
。

・
協
力
し
て
参
加
す
る
こ
と
で
、
１
人
で
は
味

わ
え
な
い
達
成
感
を
得
る
。

・
目
的
を
持
つ
事
に
よ
り
、
励
み
に
な
り
、
何

か
を
達
成
す
る
喜
び
を
体
感
す
る
。

・
更
生
保
護
協
力
団
体
の
親
睦
を
深
め
、
今
後

の
活
動
へ
繋
げ
て
い
く
。

　

目
的
は
、
対
象
者
の
参
加
を
前
提
と
し
て
い

ま
す
が
、現
在
、対
象
者
の
参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

保
護
司
の
方
に
は
、
是
非
と
も
対
象
者
の
方

に
交
流
会
へ
の
参
加
の
お
声
が
け
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
高
岡
地
区
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
長　

萩
原　

隆
幸
）

戸出中学校との懇談会中田中学校との懇談会

高岡御車山祭巡回指導
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昨
年
、
高
岡
市
保
護
司
会
で
は
、
播
磨
社

会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
の
施
設
研
修
と
明
石

市
保
護
司
会
と
の
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

播
磨
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

19
年
に
官
民
協
働
の
刑
務
所
と
し
て
、
兵
庫

県
加
古
川
市
に
建
設
さ
れ
、
令
和
４
年
に
は
、

公
的
サ
ー
ビ
ス
法
を
活
用
し
た
運
営
に
よ
り
、

民
間
の
ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
受
刑
者
の
矯
正
指
導
や
職
業
訓
練

を
充
実
さ
せ
、
社
会
復
帰
・
社
会
定
着
を
進

め
て
い
る
施
設
で
、
こ
れ
か
ら
の
拘
禁
刑
へ

の
対
処
を
実
践
し
て
い
る
施
設
で
し
た
。

　

一
方
、
明
石
市
保
護
司
会
と
の
交
流
は
、

平
成
30
年
12
月
市
本
会
議
で
、「
明
石
市
更
生

支
援
及
び
再
犯
防
止
条
例
」
を
可
決
し
、
全

国
に
先
駆
け
て
制
定
さ
れ
た
保
護
司
会
に
教

え
を
乞
う
と
い
う
交
流
会
で
し
た
。

　

明
石
市
保
護
司
会
に
は
、
学
ぶ
と
こ
ろ
が

大
変
多
く
あ
り
、
市
役
所
の
福
祉
課
に
「
更

生
支
援
課
」
が
あ
り
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

が
あ
る
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
は
社
協
を

は
じ
め
多
く
の
団
体
が
あ
り
、
相
互
連
携
を

深
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
社
協
の
職
員
が
保
護
司
会
の
事
務

担
当
を
し
な
が
ら
、
他
団
体
と
の
連
携
推
進

の
指
導
的
役
割
を
果
た
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
活
用
方
法

や
会
員
が
87
名
定
員
に
対
し
71
名
の
充
足

と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
メ
ン
バ
ー

構
成
、
現
役
世
代
へ
の
シ
フ
ト
に
つ
い
て
、

　

保
護
司
の
声
が
か
か
っ
た
と
き
、
自
分
の

人
間
力
で
は
無
理
だ
と
悩
み
ま
し
た
。
し
か

し
、
保
護
司
を
し
て
い
た
亡
き
父
は
背
中
を

押
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思
い
引
き
受
け
ま

し
た
。
そ
し
て
、
保
護
司
を
拝
命
し
て
一
年

が
過
ぎ
、
現
在
、
少
年
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

こ
の
少
年
の
母
親
と
の
会
話
の
中
で
い
つ
も

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

母
親
の
「
何
々
で
あ
る
べ
き
・
す
べ
き
」

と
い
う
正
論
ば
か
り
で
は
、
前
に
進
む
こ
と

が
困
難
で
は
な
い
か
。
ま
ず
こ
の
家
で
は
、

温
も
り
の
あ
る
家
庭
環
境
づ
く
り
が
大
切
だ

と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
少
年
に
、
た
ま
に

は
お
母
さ
ん
に
甘
い
も
の
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
み
て
は
ど
う
か
と
投
げ
か
け
、
母
親
に
は

仕
事
か
ら
帰
っ
て
き
た
息
子
に
「
お
疲
れ
様
、

今
日
も
頑
張
っ
た
ね
」
と
、
温
か
い
言
葉
を

掛
け
て
み
て
は
ど
う
か
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

い
ま
だ
実
現
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
き
っ
と

そ
の
日
が
来
る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。

　

私
の
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
相
手
を

敬
い
よ
く
聴
く
こ
と
「
敬
聴
」（
私
の
つ
く
っ

た
言
葉
）
で
す
。
こ
の
「
敬
聴
力
」
を
忘
れ

ず
に
寄
り
添
い
、
対
象
者
の
更
生
に
わ
ず
か

で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
が
保
護
司
と

な
っ
た
こ
と
を
次
女
が
大
変
喜
ん
で
く
れ
ま

し
た
。
次
女
の
応
援
を
励
み
に
し
て
、
頂
い

た
大
役
が
私
の
喜
び
と
な
る
よ
う
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

七
支
部
の

　  
活
動
状
況

東
部
支
部

宇
波　

真
一
郎

１
０
０
％
充
足
の
高
岡
保
護
司
会
の
現
状
を

素
晴
ら
し
い
と
称
賛
を
頂
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
閉
鎖
的
な
活
動
に
な
り
が
ち

で
あ
っ
た
高
岡
市
保
護
司
会
の
活
動
を
再
確

認
し
ま
せ
ん
か
？

　

他
市
の
保
護
司
会
と
の
交
流
も
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
は
、
市
内
各
支
部
間
で
の
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

東
部
支
部
は
、
保
護
観
察
数
が
多
い
為
か
、

豊
富
な
経
験
者
の
知
識
が
得
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
歴
代
の
皆
さ
ん
が
培
っ
て
こ
ら
れ
た

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
、
保
護
司
と
し
て

の
プ
ラ
イ
ド
を
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。

　

支
部
間
交
流
を
進
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
支
部
定
例
会
を
行
い
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

保
護
司
の
仕
事
が
何
な
の
か
、
分
か
ら
な

い
ま
ま
引
き
受
け
て
６
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
間
、
３
件
の
事
案
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
や

は
り
最
初
に
担
当
し
た
事
案
で
す
。
最
初
と

い
う
こ
と
で
、
ベ
テ
ラ
ン
保
護
司
の
方
と
二

人
で
引
受
人
の
方
の
家
を
訪
問
し
ま
し
た
。

対
象
者
の
方
は
、
大
学
を
出
た
後
東
京
で
飲

食
関
係
の
仕
事
に
就
い
た
の
で
す
が
、
仕
事

が
き
つ
く
体
調
を
崩
し
薬
に
頼
る
生
活
に
陥

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ

を
繰
り
返
し
罪
を
犯
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
仮
釈
放
に
な
り
、
引
受
人
の
父
親

と
親
子
二
人
で
の
出
直
し
の
生
活
が
始
ま
り

ま
し
た
。
最
初
は
理
想
と
プ
ラ
イ
ド
が
高
く
、

今
の
職
に
不
満
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
辞

め
ず
に
続
け
て
い
ま
す
。
た
ま
に
来
る
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
に
は
、
旅
行
に
行
っ
た
と
か
、
今
の
職

場
で
た
だ
一
人
選
ば
れ
東
京
に
研
修
に
行
く

こ
と
に
な
っ
た
と
か
、
そ
れ
な
り
に
順
調
に

い
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

最
近
来
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
た
い
が
何
か
良
い
も
の
は
な
い
か
、

と
の
問
い
合
わ
せ
で
し
た
。
い
つ
ま
で
も
、

対
象
者
と
関
わ
る
の
は
良
く
な
い
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
次
の
知
ら
せ
が
少
し
待
ち

遠
し
く
思
い
ま
す
。

◇
新
任
保
護
司
と
し
て

　

こ
の
た
び
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
の

ご
推
薦
を
い
た
だ
き
、
保
護
司
を
拝
命
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
民
生
委
員

主
任
児
童
委
員
と
し
て
地
域
の
皆
さ
ま
と
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
実
は
、
自
分
が
保
護

司
に
就
く
こ
と
に
な
っ
て
初
め
て
、
曾
祖
父

も
か
つ
て
保
護
司
を
し
て
い
た
こ
と
を
家
族

か
ら
聞
き
、
と
て
も
驚
く
と
と
も
に
、
不
思

議
な
縁
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
だ
経
験
も
浅
く
、

身
に
余
る
役
割
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
巡
り
合
わ
せ
を
大
切
に
、
地
域
の
た
め

に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
誰
も
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
温
か
い
地
域
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
経
験
も
浅
く
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
ど
う
ぞ
こ
れ

か
ら
も
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
指

導
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

西
部
支
部

平
田　

裕
康

南
部
支
部

中
島　

由
紀
子

北
部
支
部

鳥
山　

敬
文
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戸
田
支
部
に
は
戸
出
・
中
田
中
学
校
の
２

校
が
あ
り
８
名
の
保
護
司
が
地
域
ご
と
に
手

分
け
し
て
参
加
し
、
第
21
回
中
学
校
と
の
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

戸
出
中
学
校
で
は
令
和
６
年
11
月
26
日
に

開
催
し
、
参
加
者
は
藤
田
校
長
は
じ
め
、
教
頭
、

生
徒
指
導
主
事
の
教
諭
、
戸
出
東
部
小
、
戸

出
西
部
小
よ
り
吉
田
校
長
、
豊
原
校
長
が
参

加
さ
れ
校
区
保
護
司
は
４
名
で
し
た
。

　

中
学
校
か
ら
生
徒
指
導
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
発
表
が
あ
り
、
非
行
な
ど
の
ケ
ー
ス
は

ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
一
方
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
書
き
込
み
に
よ
る
い
じ
め
や
不

登
校
生
徒
へ
の
対
応
が
課
題
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
そ
の
生
徒
に
合
っ
た
対
応
を
し
て
い
る

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

保
護
司
か
ら
の
意
見
と
し
て
不
登
校
の
生

徒
に
関
し
て
は
学
校
だ
け
で
問
題
を
抱
え
な

い
で
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
教
育
機
関
と
連

携
し
、
居
場
所
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
、
ま

た
現
在
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
闇
バ
イ

ト
に
つ
い
て
、
も
し
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た

生
徒
が
い
る
場
合
、
悩
み
を
気
軽
に
相
談
で

き
る
雰
囲
気
の
学
校
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
要

望
し
ま
し
た
。

　

成
長
過
程
で
中
学
生
は
難
し
い
時
期
で
あ

り
、
今
後
も
情
報
交
換
を
通
し
て
生
徒
の
よ

り
良
い
成
長
に
つ
な
げ
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

◇
退
任
す
る
に
あ
た
っ
て

　

保
護
司
退
任
と
い
う
こ
と
で
原
稿
を
依
頼

さ
れ
ま
し
た
。
何
を
書
け
ば
よ
い
の
か
分
か

ら
ず
「
た
か
お
か
更
生
保
護
だ
よ
り
」
15
年

分
の
フ
ァ
イ
ル
を
開
く
と
色
々
と
よ
み
が
え

り
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

私
の
住
ま
い
は
伏
木
の
旧
町
名
は
中
道
で
す
。

昔
は
伏
木
銀
座
通
り
と
い
わ
れ
伏
木
病
院
や

パ
チ
ン
コ
屋
も
あ
り
ま
し
た
。
今
は
能
登
半

島
地
震
の
影
響
と
高
齢
化
に
よ
り
多
く
の
人

が
町
を
離
れ
、
私
の
家
の
近
く
で
は
今
年
の

１
月
か
ら
解
体
作
業
が
順
次
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
家
を
壊
す
た
び
地
響
き
が
し
て
空
き
地

が
増
え
て
い
き
ま
す
。

　

伏
木
支
部
は
過
去
10
年
間
の
保
護
観
察

件
数
は
６
件
。
更
女
伏
木
支
部
の
会
員
は

１
０
０
名
以
上
い
ま
す
か
ら
犯
罪
も
少
な

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
保
護
司
は
13
人

体
制
で
し
た
が
令
和
７
年
度
か
ら
12
人
体
制

に
な
り
ま
す
。
能
登
半
島
地
震
前
の
伏
木
の

人
口
は
約
１
１
，
６
０
０
人
、
現
在
は
も
っ

と
減
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
化
の
社
会
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

大
阪
万
博
で
現
金
が
使
え
な
い
な
ど
、
い
つ

の
時
代
も
私
の
よ
う
に
取
り
残
さ
れ
る
人
が

い
ま
す
。も
っ
と
生
き
や
す
い
世
の
中
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

　

保
護
司
に
な
っ
て
15
年
一
日
一
日
を
一
生

懸
命
に
務
め
、
多
く
の
人
と
巡
り
合
い
、
た

く
さ
ん
の
経
験
を
し
ま
し
た
。
す
べ
て
が
私

の
想
い
出
、
私
の
人
生
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
保
護
司
３
年
目
の
雑
感

　

前
職
を
定
年
退
職
後
、
保
護
司
を
拝
命
し

ま
し
た
。
保
護
司
の
何
た
る
か
も
知
ら
ず
、

不
安
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
研
修
会
や

様
々
な
活
動
を
経
て
、
少
し
ず
つ
分
か
る
こ

と
が
増
え
ま
し
た
。

　

以
前
は
関
心
の
な
か
っ
た
、
非
行
や
犯
罪
、

刑
務
所
、
依
存
症
な
ど
に
関
す
る
本
を
、
図

書
館
や
書
店
で
目
に
し
て
は
、
手
に
取
る
こ

と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
も
興
味
を
も
っ

て
学
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

支
部
定
例
会
や
地
区
の
活
動
で
、
先
輩
保

護
司
方
が
語
ら
れ
る
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
耳
を
そ
ば
だ
て
想
像
を
膨
ら
ま
せ
て

聞
き
入
っ
て
い
ま
す
。

　

折
し
も
環
境
調
整
の
事
案
を
先
輩
保
護
司

と
一
緒
に
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

支
部
定
例
会
で
は
、
事
例
報
告
と
検
討
の
時

間
が
設
け
て
あ
り
ま
す
。
幅
広
い
職
種
や
知

見
を
も
つ
先
輩
方
と
、
オ
ー
プ
ン
か
つ
協
力

的
な
雰
囲
気
の
中
で
、
よ
り
良
い
対
応
を
模

索
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
に
と
っ
て
職

責
を
果
た
す
た
め
に
と
て
も
大
切
な
時
間
で

す
。

　

今
は
、
家
族
を
介
護
し
な
が
ら
の
悪
戦
苦

闘
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
誰
し
も
一
人
で
は

生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

人
様
の
一
人
の
人
生
に
関
わ
る
こ
と
の
重

大
性
を
認
識
し
つ
つ
も
、
誰
か
の
役
に
立
て

る
こ
と
が
あ
る
な
ら
幸
甚
で
す
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

戸
田
支
部

桃
井　

善
昌

伏
木
支
部

鹿
嶋　

茂

福
岡
支
部

濱
木　

香
奈
子

保
護
司
の
ひ
と
り
ご
と

　

私
は
代
々
神
職
の
家
に
生
ま
れ
育
ち
、

幼
い
頃
か
ら
地
域
の
人
々
と
関
わ
る
親
の

姿
を
見
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
現
場

に
長
年
携
わ
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
自

分
も
少
し
で
も
地
域
へ
貢
献
で
き
た
ら
と

漠
然
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

10
年
程
前
か
ら
富
山
刑
務
所
で
年
末
行
わ

れ
る
大
祓
式
に
神
職
の
教
誨
師
補
助
員
と

し
て
奉
仕
さ
せ
て
頂
い
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
昨
年
ご
縁
が
あ
り
保
護
司
を
拝
命

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
祖
母
も
か
つ

て
長
年
保
護
司
を
務
め
て
い
ま
し
た
が
、

今
に
な
っ
て
そ
の
重
み
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
任
命
か
ら
1
年
、
ま
だ
保
護
観
察
の

担
当
経
験
は
な
く
、
正
直
不
安
も
あ
り
ま

す
が
、
研
修
や
先
輩
方
と
の
交
流
を
通
じ
、

素
晴
ら
し
い
心
を
持
っ
た
方
々
と
共
に
活

動
で
き
る
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
少
し
で
も
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

人
は
変
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
信
じ
て
相

手
に
寄
り
添
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

教
師
が
一
人
一
人
の
生
徒
と
向
き
合
う
よ

う
に
、
相
手
の
声
に
耳
を
傾
け
、
少
し
で

も
前
を
向
く
手
助
け
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。�（
北
部
支
部　

宮
﨑　

慎
一
）
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令和７年度 令和７年度 高岡市保護司会役員紹介高岡市保護司会役員紹介

令
和
７
年
度 

春
の
叙
勲
・
受
章
者
紹
介

新
任
保
護
司

退
任
保
護
司

保
護
司
の
動
静

保
護
司
の
動
静

会
　
長

作
井
　
宗
人
（
新
）

副
会
長

宇
波
真
一
郎
（
新
）
東
部
支
部
長

副
会
長

加
藤
　
進
　
（
新
）
南
部
支
部
長

副
会
長

耳
浦
　
博
行
（
新
）
北
部
支
部
長

理
　
事

中
臣
　
信
随
（
新
）
総
務
部
長

理
　
事

大
木
　
保
久
（
新
）
研
修
部
長

理
　
事

中
田
　
保
博
（
新
）
広
報
部
長

理
　
事

正
平
　
務
　
（
新
）
地
域
活
動
部
長

理
　
事

林
　
　
光
彦

協
力
組
織
部
長

理
　
事

山
本
美
和
子
（
新
）
西
部
支
部
長

理
　
事

関
　
　
清
嗣
（
新
）
伏
木
支
部
長

理
　
事

梁
瀬
　
正
文

福
岡
支
部
長

理
　
事

屋
鋪
　
英
明

東
部
推
薦
理
事

理
　
事

金
森
純
美
子
（
新
）
西
部
推
薦
理
事

理
　
事

炭
谷
　
淳
　
（
新
）
南
部
推
薦
理
事

理
　
事

石
坂
　
守

北
部
推
薦
理
事

理
　
事

松
田
喜
美
江
（
新
）
伏
木
推
薦
理
事

理
　
事

桃
井
　
善
昌

戸
田
推
薦
理
事

理
　
事

子
𠮷
　
徹

福
岡
推
薦
理
事

理
　
事

滋
野
　
雅
治
（
新
）
事
務
局
長

理
　
事

須
賀
　
泉
美
（
新
）
事
務
局
次
長

理
　
事

後
谷
　
仲
子

会
計
主
任

理
　
事

秦
　
　
正
枝
（
新
）
事
務
主
任

監
　
事

本
保
由
喜
美

西
部
支
部

監
　
事

酒
井
　
立
志

北
部
支
部

編
集
後
記

　

５
月
８
日
、
東
京
都
立
川
市
の
小
学
校
で
男
２
人
が
暴
れ
、
教

職
員
５
人
が
怪
我
を
し
ま
し
た
。
24
年
前
に
大
阪
池
田
小
学
校
で

起
き
た
事
件
を
思
い
出
し
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

当
時
起
こ
る
べ
き
所
で
な
い
所
で
事
件
が
起
き
、
衝
撃
を
与
え
ま

し
た
。
そ
の
後
、
全
国
的
に
学
校
の
安
全
対
策
が
と
ら
れ
、
現
場

対
応
力
が
強
化
さ
れ
た
ほ
か
、
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
が
見
直
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
今
、
社
会
的
に
心
の
ケ
ア
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
」
の
実
現
に
は
、
心
の
問
題
を
捉
え
る

必
要
性
が
あ
り
ま
す
。
心
の
ケ
ア
の
充
実
を
願
っ
て
、こ
こ
に
「
た

か
お
か
更
生
保
護
だ
よ
り
」
第
48
号
を
発
刊
し
ま
す
。�

（
広
報
部
）

◇
藍
綬
褒
章

　
　
　
　

近
松
　
裕
子 

様
（
南
部
支
部
）

中
島
　
由
紀
子

　
（
南
部
支
部
）

　
令
和
６
年
12
月

塚
本
　
政
彦

　
（
南
部
支
部
）

　
令
和
7
年
5
月

道
前
　
照
一

　
（
伏
木
支
部
）

　
令
和
６
年
12
月

山
岸
　
智
史

　
（
福
岡
支
部
）

　
令
和
7
年
5
月

尾
山
　
晴
康

　
（
北
部
支
部
）

　
令
和
６
年
12
月

髙
田
　
成
宏

　
（
北
部
支
部
）

　
令
和
7
年
5
月

石
浦
　
知
仁

　
（
戸
田
支
部
）

　
令
和
６
年
12
月

髙
木
　
敬
介

　
（
東
部
支
部
）

　
令
和
7
年
5
月

　

こ
の
漫
画
は
高
岡
龍
谷
高
校
美
術
部
の
生
徒
た
ち
が
高
岡
警
察
署
生
活
安
全
課
の
依
頼
を
受
け
て

制
作
し
た
も
の
で
、
警
察
が
学
校
で
開
い
た
闇
バ
イ
ト
へ
の
注
意
を
呼
び
か
け
る
講
義
の
中
で
、
全
校

生
徒
約
５
０
０
人
に
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

山
本　

雅
信 

様
（
北
部
支
部
）

令
和
６
年
12
月

大
菅　

博　

 

様
（
北
部
支
部
）

令
和
６
年
12
月

鶴
谷　

茂
樹 

様
（
伏
木
支
部
）

令
和
６
年
12
月

麻
生　

修
善 

様
（
戸
田
支
部
）

令
和
６
年
12
月

田
子　

実　

 

様
（
東
部
支
部
）

令
和
７
年
５
月

竹
平　

幸
雄 

様
（
南
部
支
部
）

令
和
７
年
５
月

近
松　

裕
子 

様
（
南
部
支
部
）

令
和
７
年
５
月

清
水　

範
子 

様
（
北
部
支
部
）

令
和
７
年
５
月

鹿
嶋　

茂　

 

様
（
伏
木
支
部
）

令
和
７
年
５
月


